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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１の方向に配設された複数のゲートラインと、前記各ゲートラインと交差する他の方向
に配設されたデータラインと、前記各ゲートラインと前記データラインとの各交点近傍に
配設された複数の表示画素と、を有する表示画面を有し、前記各ゲートラインを走査する
とともに、前記データラインを介して前記各ゲートラインに対応する前記表示画素毎に表
示信号電圧を供給するノーマリブラック型のアクティブマトリクス型液晶表示装置におい
て、
　前記各画素は、スイッチング素子を介して前記データラインに接続された画素電極と、
該画素電極に対向する共通電極と、を有し、
　各フレームを互いに等しい長さの時間を有する後半の第１のサブフレーム期間と前半の
第２のサブフレーム期間とに分割し、前記第１のサブフレーム期間に前記各ゲートライン
の走査を前記表示画面の上部から下部に向かって実行し、前記第２のサブフレーム期間に
前記各ゲートラインの走査を停止するゲートライン駆動手段と、
　前記第１のサブフレーム期間に前記データラインへ前記表示信号電圧を供給してフレー
ム反転駆動を行うデータライン駆動手段と、
　前記データライン駆動手段が前記第１のサブフレーム期間に供給する一連の前記表示信
号電圧の振幅形状に対して反転した振幅形状を有する第１補完電圧値、または、前記デー
タライン駆動手段が前記第２のサブフレーム期間に供給する一連の前記表示信号電圧の振
幅形状に対して一致する振幅形状を有する第２補完電圧値を前記データラインに対応させ
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て導出する補完電圧値導出手段と、
　フレーム期間毎に信号レベルが交互に変化する共通信号電圧を生成して前記共通電極に
供給する共通電圧発生手段と、を備え、
　前記補完電圧値導出手段は、前記表示画面の上部から第１のゲートラインに対応する領
域の間に情報を表示し、該第１のゲートラインより後に前記ゲートライン駆動手段により
走査される領域を一定の中間階調にするとき、前記第１補完電圧値を導出し、前記データ
ライン駆動手段は前記第１補完電圧値を前記第２のサブフレーム期間に前記データライン
へ供給し、
　前記補完電圧値導出手段は、前記表示画面の下部から第２のゲートラインに対応する領
域の間に情報を表示し、該第２のゲートラインより前に前記ゲートライン駆動手段により
走査される領域を一定の中間階調にするとき、前記第２補完電圧値を導出し、前記データ
ライン駆動手段は前記第２補完電圧値を前記２のサブフレーム期間に前記データラインへ
供給することを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項２】
　前記補完電圧値導出手段は、前記第２のサブフレーム期間に供給される前記表示信号電
圧に前記第１補完電圧値を加えた値が前記表示信号電圧の最大の階調レベルに対応する電
圧値となるように、前記第１補完電圧値を導出することを特徴とする請求項１に記載のア
クティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項３】
　１の方向に配設された複数のゲートラインと、前記各ゲートラインと交差する他の方向
に配設されたデータラインと、前記各ゲートラインと前記データラインとの各交点近傍に
配設された複数の表示画素とを有する表示画面を有し、前記各ゲートラインを走査すると
ともに、前記データラインを介して前記各ゲートラインに対応する前記表示画素毎に表示
信号電圧を供給するノーマリブラック型のアクティブマトリクス型液晶表示装置において
、
　前記各画素は、スイッチング素子を介して前記データラインに接続された画素電極と、
該画素電極に対向する共通電極と、を有し、
　各フレームを互いに等しい長さの時間を有する前半の第１のサブフレーム期間と後半の
第２のサブフレーム期間とに分割し、前記第１のサブフレーム期間に前記各ゲートライン
の走査を前記表示画面の上部から下部に向かって実行し、前記第２のサブフレーム期間に
前記各ゲートラインの走査を停止するゲートライン駆動手段と、
　前記第１のサブフレーム期間に前記データラインへ前記表示信号電圧を供給してフレー
ム反転駆動を行うデータライン駆動手段と、
　前記データライン駆動手段が前記第１のサブフレーム期間に供給する一連の前記表示信
号電圧の振幅形状に対して、反転した振幅形状を有する第１補完電圧値、または、前記デ
ータライン駆動手段が前記第１のサブフレーム期間に供給する一連の前記表示信号電圧の
変遷と一致する振幅形状を有する第２補完電圧値を前記データラインに対応させて導出す
る補完電圧値導出手段と、
　前記第１のサブフレーム期間と前記第２のサブフレーム期間との切り換わりのタイミン
グ毎に信号レベルが交互に変化する共通信号電圧を生成して前記共通電極に供給する共通
電圧発生手段と、を備え、
　前記補完電圧値導出手段は、前記表示画面の上部から第１のゲートラインに対応する領
域の間に情報を表示し、該第１のゲートラインより後に前記ゲートライン駆動手段により
走査される領域を一定の中間階調にするとき、前記第２補完電圧値を導出し、前記データ
ライン駆動手段は前記第２補完電圧値を前記第２のサブフレーム期間に前記データライン
へ供給し、
　前記補完電圧値導出手段は、前記表示画面の下部から第２のゲートラインに対応する領
域の間に情報を表示し、該第２のゲートラインより前に前記ゲートライン駆動手段により
走査される領域を一定の中間階調にするとき、前記第１補完電圧値を導出し、前記データ
ライン駆動手段は前記第１補完電圧値を前記第２のサブフレーム期間に前記データライン
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へ供給することを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項４】
　前記補完電圧値導出手段は、前記第１のサブフレーム期間に前記データラインへ供給さ
れる前記表示信号電圧に前記第１補完電圧値を加えた値が前記表示信号電圧の最大の階調
レベルに対応する電圧値となるように、前記第１の補完電圧値を導出することを特徴とす
る請求項３に記載のアクティブマトリクス型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブマトリクス型液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に用いられるドットマトリクス方式の表示パネルとして、単純マトリクス
方式の表示パネルとアクティブマトリクス方式の表示パネルとが知られている。このうち
、アクティブマトリクス方式の表示パネルは、表示パネル上に複数のゲートラインと複数
のデータラインとがそれぞれ直交するように配置され、これらゲートラインとデータライ
ンとの交点近傍には薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：以下、ＴＦＴと記す）を
介して画素電極が配置されている。また、画素電極に対向するように共通電極が配置され
、画素電極と共通電極との間に液晶を充填することで表示画素を構成している。そして、
ゲートラインを介して入力された走査信号電圧によって選択状態とされた表示画素にデー
タラインから表示信号電圧を印加する。また、共通電極には共通信号電圧を印加する。こ
のとき、表示画素を構成する液晶には表示信号電圧と共通信号電圧との差に相当する電圧
が印加され、これによって、液晶の配向状態を変化させて表示を行うようにしている。
【０００３】
　ここで、長寿命化等の理由で、液晶の駆動には交流駆動が必須である。この交流駆動の
手法として、例えば図１９に示すような、液晶に印加される電圧Ｖｌｃｄの極性をフレー
ム毎に反転させるフレーム反転駆動が知られている。
【０００４】
　アクティブマトリクス方式の表示パネルでは、当該表示画素に対応するゲートラインが
非選択期間においても、当該表示画素に対応するデータラインでの表示信号電圧が他のゲ
ートラインに対応する表示画素で必要となる表示信号電圧に応じて変動する。フレーム反
転駆動の場合、このようにデータラインで表示信号電圧が変動すると当該表示画素の画素
電極とそれに対応するデータラインとの間に生じる容量カップリング（Ｃｄｓ）の影響に
よる表示画素の電位変化が、データラインに沿った方向へのクロストークとして表示に現
れてしまい、表示品位が劣化するという問題があった。
【０００５】
　例えば、電圧印加時に白を表示し電圧無印加時に黒を表示するノーマリブラックモード
とし、画面最上部から当該フレームでのゲートラインの走査を開始するとともに（画面最
下部での走査から画面最上部での走査までの間に印加電圧の極性を変化させるとともに）
画面最上部のゲートラインから画面最下部のゲートラインに向かって順次ゲートラインを
選択する場合、図２０（ａ）に示すように、グレー表示（中間階調レベルでの表示）の背
景領域２００に対して黒ウインド２０１を表示しようとしたときに、図２０（ｂ）に示す
ように、黒ウインド２０１に対応するゲートラインを走査中に、黒ウインド２０１の上部
側の背景領域２００ａでは、本来の中間階調よりも黒寄りになる縦クロストークが発生す
るとともに、黒ウインド２０１の下部側の背景領域２００ａでは、本来の中間階調よりも
白寄りになる縦クロストークが発生する。このため、図２１（ａ）に示すように、画面の
上部に情報を表示するような場合には、画面全体に黒い縦スジが視認されてしまうととも
に、図２１（ｂ）に示すように、画面の下部に情報を表示するような場合には、画面全体
に白い縦スジが視認されてしまう。
【０００６】
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　そこで、特許文献１では、各フレーム間での画像データに基づいて当該フレームにおけ
る画像データを補正することによってクロストークの発生を低減することが行われている
。つまり、第Ｌ行を選択して次に第Ｌ行を選択するまでの間に第Ｌ行と同極性で駆動され
る各行の画像データから、第Ｌ行の画像データの値を減算し、減算した後の、第Ｌ行と同
極性で駆動される各行の画像データの和（Ａとする）を求める。また、第Ｌ行を選択して
次に第Ｌ行を選択するまでの間に第Ｌ行と異なる極性で駆動される各行の画像データから
、第Ｌ行の画像データの値を減算し、減算した後の、第Ｌ行と異なる極性で駆動される各
行の画像データの和（Ｂとする）を求める。そして、Ａ，Ｂを用いて第Ｌ行の画像データ
を補正して表示を行う。
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－７７５０８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし上述のような従来技術では、行毎に画像データを補正するための演算式が異なる
ため、画像データを補正するための演算が複雑になるとともにその演算量が膨大になり、
制御部における演算のための負荷が大きくなることが問題となっていた。
【０００９】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたもので、演算のための負荷を軽減させながらも
、フレーム反転駆動においてデータラインに沿った方向のクロストークが視認され難い表
示を行うことができるアクティブマトリクス型液晶表示装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載のアクティブマトリックス型液晶射表示
装置は、１の方向に配設された複数のゲートラインと、前記各ゲートラインと交差する他
の方向に配設されたデータラインと、前記各ゲートラインと前記データラインとの各交点
近傍に配設された複数の表示画素と、を有する表示画面を有し、前記各ゲートラインを走
査するとともに、前記データラインを介して前記各ゲートラインに対応する前記表示画素
毎に表示信号電圧を供給するノーマリブラック型のアクティブマトリクス型液晶表示装置
において、前記各画素は、スイッチング素子を介して前記データラインに接続された画素
電極と、該画素電極に対向する共通電極と、を有し、各フレームを互いに等しい長さの時
間を有する後半の第１のサブフレーム期間と前半の第２のサブフレーム期間とに分割し、
前記第１のサブフレーム期間に前記各ゲートラインの走査を前記表示画面の上部から下部
に向かって実行し、前記第２のサブフレーム期間に前記各ゲートラインの走査を停止する
ゲートライン駆動手段と、前記第１のサブフレーム期間に前記データラインへ前記表示信
号電圧を供給してフレーム反転駆動を行うデータライン駆動手段と、前記データライン駆
動手段が前記第１のサブフレーム期間に供給する一連の前記表示信号電圧の振幅形状に対
して反転した振幅形状を有する第１補完電圧値、または、前記データライン駆動手段が前
記第２のサブフレーム期間に供給する一連の前記表示信号電圧の振幅形状に対して一致す
る振幅形状を有する第２補完電圧値を前記データラインに対応させて導出する補完電圧値
導出手段と、フレーム期間毎に信号レベルが交互に変化する共通信号電圧を生成して前記
共通電極に供給する共通電圧発生手段と、を備え、前記補完電圧値導出手段は、前記表示
画面の上部から第１のゲートラインに対応する領域の間に情報を表示し、該第１のゲート
ラインより後に前記ゲートライン駆動手段により走査される領域を一定の中間階調にする
とき、前記第１補完電圧値を導出し、前記データライン駆動手段は前記第１補完電圧値を
前記第２のサブフレーム期間に前記データラインへ供給し、前記補完電圧値導出手段は、
前記表示画面の下部から第２のゲートラインに対応する領域の間に情報を表示し、該第２
のゲートラインより前に前記ゲートライン駆動手段により走査される領域を一定の中間階
調にするとき、前記第２補完電圧値を導出し、前記データライン駆動手段は前記第２補完
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電圧値を前記２のサブフレーム期間に前記データラインへ供給することを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項２に記載のアクティブマトリックス型液晶射表示装置は、請求項１に記載
のアクティブマトリックス型液晶射表示装置において、前記補完電圧値導出手段は、前記
第２のサブフレーム期間に供給される前記表示信号電圧に前記第１補完電圧値を加えた値
が前記表示信号電圧の最大の階調レベルに対応する電圧値となるように、前記第１補完電
圧値を導出することを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項３に記載のアクティブマトリックス型液晶射表示装置は、１の方向に配設
された複数のゲートラインと、前記各ゲートラインと交差する他の方向に配設されたデー
タラインと、前記各ゲートラインと前記データラインとの各交点近傍に配設された複数の
表示画素とを有する表示画面を有し、前記各ゲートラインを走査するとともに、前記デー
タラインを介して前記各ゲートラインに対応する前記表示画素毎に表示信号電圧を供給す
るノーマリブラック型のアクティブマトリクス型液晶表示装置において、前記各画素は、
スイッチング素子を介して前記データラインに接続された画素電極と、該画素電極に対向
する共通電極と、を有し、各フレームを互いに等しい長さの時間を有する前半の第１のサ
ブフレーム期間と後半の第２のサブフレーム期間とに分割し、前記第１のサブフレーム期
間に前記各ゲートラインの走査を前記表示画面の上部から下部に向かって実行し、前記第
２のサブフレーム期間に前記各ゲートラインの走査を停止するゲートライン駆動手段と、
前記第１のサブフレーム期間に前記データラインへ前記表示信号電圧を供給してフレーム
反転駆動を行うデータライン駆動手段と、前記データライン駆動手段が前記第１のサブフ
レーム期間に供給する一連の前記表示信号電圧の振幅形状に対して、反転した振幅形状を
有する第１補完電圧値、または、前記データライン駆動手段が前記第１のサブフレーム期
間に供給する一連の前記表示信号電圧の変遷と一致する振幅形状を有する第２補完電圧値
を前記データラインに対応させて導出する補完電圧値導出手段と、前記第１のサブフレー
ム期間と前記第２のサブフレーム期間との切り換わりのタイミング毎に信号レベルが交互
に変化する共通信号電圧を生成して前記共通電極に供給する共通電圧発生手段と、を備え
、前記補完電圧値導出手段は、前記表示画面の上部から第１のゲートラインに対応する領
域の間に情報を表示し、該第１のゲートラインより後に前記ゲートライン駆動手段により
走査される領域を一定の中間階調にするとき、前記第２補完電圧値を導出し、前記データ
ライン駆動手段は前記第２補完電圧値を前記第２のサブフレーム期間に前記データライン
へ供給し、前記補完電圧値導出手段は、前記表示画面の下部から第２のゲートラインに対
応する領域の間に情報を表示し、該第２のゲートラインより前に前記ゲートライン駆動手
段により走査される領域を一定の中間階調にするとき、前記第１補完電圧値を導出し、前
記データライン駆動手段は前記第１補完電圧値を前記第２のサブフレーム期間に前記デー
タラインへ供給することを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項４に記載のアクティブマトリクス型液晶表示装置は、請求項３に記載のア
クティブマトリクス型液晶表示装置において、前記補完電圧値導出手段は、前記第１のサ
ブフレーム期間に前記データラインへ供給される前記表示信号電圧に前記第１補完電圧値
を加えた値が前記表示信号電圧の最大の階調レベルに対応する電圧値となるように、前記
第１の補完電圧値を導出することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、演算のための負荷を軽減させながらも、フレーム反転駆動においてデ
ータラインに沿った方向のクロストークが視認され難い表示を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
（第一の実施の形態）
　以下、本発明のアクティブマトリクス型液晶表示装置をデジタルカメラに適用した第一
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の実施の形態について説明する。デジタルカメラ１の外観構成は、図１（Ａ）、図１（Ｂ
）に示すように、略矩形の薄板状ボディの前面に、撮影レンズ２、セルフタイマランプ３
、光学ファインダ窓４、マイクロホン部５、ストロボ発光部６、及びラバーグリップ７等
が配設され、上面には電源のオン／オフ操作のための電源キー８や撮影タイミングを決定
するためのシャッタキー９などが配設されている。
【００２０】
　また、デジタルカメラ１の背面には、モードスイッチ（ＳＷ）１０、スピーカ部１１、
メニューキー１２、十字キー１３、セットキー１４、光学ファインダ１５、ストロボチャ
ージランプ１６、及び表示部１７を配している。モードスイッチ１０は、例えばスライド
キースイッチにより構成され、基本モードである記録モード「Ｒ」と再生モード「Ｐ」と
を切換える。メニューキー１２は、各種メニュー項目等を選択させる際に操作する。十字
キー１３は、上下左右各方向へのカーソル移動用のキーが一体に形成されたものであり、
表示部１７に表示されるメニュー項目等を移動させる際に操作する。セットキー１４は、
十字キー１３の中心位置に配置され、その時点で選択されているメニュー項目内容等を設
定するために操作する。ストロボチャージランプ１６は、光学ファインダ１５に近接して
配設されたＬＥＤランプでなり、当該デジタルカメラ１のユーザが光学ファインダ１５を
覗いている場合と表示部１７を見ている場合のいずれであってもストロボのチャージ状態
等をユーザに視認させることが可能となっている。
【００２１】
　表示部１７は、アクティブマトリックス型の液晶表示装置で構成されるもので、記録モ
ード時には電子ファインダとしてスルー画像のモニタ表示を行なう一方で、再生モード時
には選択した画像等を再生表示する。また、表示部１７は、メニューキー１２や十字キー
１３、セットキー１４等の操作により所定のメニューが選択された場合や、予め定められ
た所定の時間以上に亘って何れのキー操作も行われず待機モードへ移行したような場合に
は、例えば、図２（ａ）や図２（ｂ）に示すような、所定の情報表示画面を表示する。即
ち、画面の一部に記録媒体の記録残容量やバッテリー残量等が表示されたラスター画面を
表示する。ここでは、情報に対応する表示画素の階調レベルが最大階調レベル（液晶に印
加される電圧が最大電圧）で、その背景に対応する表示画素の階調レベルが中間階調レベ
ルになっているものとする。また、記録媒体の残容量等の情報表示箇所２５０は、別途メ
ニューの選択により画面上部や画面下部への表示変更が可能なように構成されている。
【００２２】
　以下、表示部１７としてのアクティブマトリクス型液晶表示装置について詳述する。表
示部１７は、図３に示すように、映像が顕在化して表示される表示パネル１１０と、表示
パネル１１０のゲートラインを走査するための走査ドライバ１２０と、表示パネル１１０
のデータラインに表示信号電圧を供給するための信号ドライバ１３０と、表示パネル１１
０の共通電極に所定の電圧を印加するための共通電圧発生回路１４０と、表示パネル１１
０に所望の映像が表示されるように走査ドライバ１２０や信号ドライバ１３０、通電圧発
生回路１４０を駆動制御する制御部１５０と、供給される電源を駆動に必要な電圧に調整
して各部に供給する電源調整回路１６０等を有している。そして、大凡表示パネル１１０
に対応する領域がデジタルカメラ１の外部から視認可能なようにデジタルカメラ１に搭載
され、当該表示パネル１１０に映像が表示される。
【００２３】
　表示パネル１１０は、対向配置され、シール材１１５により接着された２枚の基板間１
１６、１１７に液晶が挟持された構成となっている。そして、一方の基板１１６に、行方
向に延伸配設された複数のゲートライン（例えばｎ本のゲートライン）と、列方向に延伸
配設された複数のデータライン（例えばｍ本のデータライン）とを備え、ゲートラインと
データラインとの各交点近傍に図４に示す表示画素が設けられて構成されている。ここで
図４は、表示パネル１１０に設けられる複数の表示画素の内の１つの表示画素に対応する
等価回路を示す図である。
【００２４】
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　図４に示すゲートラインＧ（ｊ）には薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１１のゲート電極
が接続され、データラインＳ（ｉ）にはＴＦＴ１１１のソース電極が接続されている。更
に、ＴＦＴ１１１のドレイン電極には画素電極が接続されている。そして、画素電極と対
向するように、他方の基板１１７に共通電極１１８が配され、画素電極と共通電極１１８
との間に液晶が充填されている。さらに、このようにして構成される液晶容量Ｃｌｃｄと
並列になるように蓄積容量Ｃｃｓが接続されている。このような構成において、画素電極
と共通電極との間に電圧が印加されると、この電圧に応じて画素電極と共通電極との間に
充填された液晶の配向状態が変化して液晶層中における光の透過率が変化する。これによ
り、図４に示す表示画素の背面に配置された図示しない光源（バックライト）からの光の
透過状態が変化して映像表示が行われる。なお、図４には画素電極とデータライン間に発
生する寄生容量Ｃｄｓも示している。ここで、ｉ＝１，２，３，・・・，ｍ。ｊ＝１，２
，３，・・・，ｎ。
【００２５】
　走査ドライバ１２０には、図４のゲートラインＧ（ｊ）が接続され、制御部１５０から
出力される垂直制御信号Ｖｓに基づいて各フレームにおけるゲートラインＧ（ｊ）の走査
を開始するとともに、制御部１５０から出力される水平制御信号Ｈｓに基づいて各ゲート
ラインＧ（ｊ）を個別に選択する。
【００２６】
　以下、説明を簡略化するためにゲートラインの本数ｎを８本として具体的に説明するが
、この本数に限定するものではない。走査ドライバ１２０は、図５または図６に示すよう
に、制御部１５０から出力される垂直制御信号Ｖｓが入力されると、当該フレームにおけ
るゲートラインＧ（ｊ）の走査を開始する。なおこのとき走査ドライバ１２０は、制御部
１５０から出力される走査許容信号Ａｓがハイレベルで、走査禁止信号Ｐｓがローレベル
になっていることを条件として、当該フレームにおけるゲートラインＧ（ｊ）の走査を開
始する。つまり、垂直制御信号Ｖｓが入力された場合に、走査許容信号Ａｓがハイレベル
と異なるようなとき、または、走査禁止信号Ｐｓがローレベルと異なるようなときは、走
査許容信号Ａｓがハイレベルで走査禁止信号Ｐｓがローレベルになるのを待ってから当該
フレームにおけるゲートラインＧ（ｊ）の走査を開始する（例えばタイミングＴ１ａに対
してタイミングＴ２ａや、タイミングＴ３ａに対してタイミングＴ４ａ）。
【００２７】
　そして、走査許容信号Ａｓがハイレベルで走査禁止信号Ｐｓがローレベルになっている
間は、走査信号を所定の期間だけローレベルからハイレベルに切り換えて出力するといっ
たゲートラインの選択を、水平制御信号Ｈｓに同期して前段側のゲートラインＧ（１）か
ら後段側のゲートラインＧ（８）に向かって順次ゲートラインＧ（ｊ）毎に行う。これに
よって、各ゲートラインＧ（ｊ）に対応するＴＦＴ１１１が所定の期間だけ順次オン状態
となり、このときに各表示画素に対応するデータラインＳ（ｉ）に供給されている表示信
号電圧が表示画素の画素電極に書き込まれる。なお、ゲートラインＧ（１）側が表示画面
の上部側に対応し、ゲートラインＧ（８）側が表示画面の下部側に対応している。
【００２８】
　信号ドライバ１３０には、図４のデータラインＳ（ｉ）が接続され、制御部１５０から
出力される水平制御信号Ｈｓに基づいて、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）などの各色成分
の入力階調信号Ｋｓｈを１行分の表示画素単位（ゲートライン単位）で取り込み、この取
り込んだ入力階調信号Ｋｓｈに対応する表示信号電圧Ｄｓを生成して各対応するデータラ
インＳ（ｉ）に供給する。また、フレームの開始とともに制御部１５０から入力される極
性反転制御信号Ｐｏｌに応じて表示信号電圧Ｄｓの信号レベルを所定の中心電圧を中心と
して反転させる。
【００２９】
　共通電圧発生回路１４０は、制御部１５０から入力される極性反転制御信号Ｐｏｌに応
じて、電源調整回路１６０によって調整された共通信号電圧ＶｃｏｍＨ、ＶｃｏｍＬの何
れか一方を選択し、矩形波としての共通信号Ｖｃを表示画素の共通電極に供給する。つま
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り、共通電圧発生回路１４０は、当該フレームの開始タイミングで共通信号Ｖｃの電圧値
を切り換える。
【００３０】
　制御部１５０は、階調信号Ｋｓｏなどからなる映像信号ＶＤが入力されてくると、この
階調信号Ｋｓｏに基づいた映像が表示パネルに表示されるように、上述したような各種制
御信号を生成して各部に出力するもので、このような各種制御信号を生成する信号生成部
１５１と、入力されてくる階調信号Ｋｓｏを少なくとも１画面分の表示画素に対応するだ
け蓄積可能な映像メモリ１５２と、映像メモリ１５２に蓄積された１画面分の階調信号Ｋ
ｓｏに基づいて所定の補完電圧値を演算導出する演算部１５３を有している。
【００３１】
　信号生成部１５１は、図５または図７に示すように、走査ドライバ１２０や信号ドライ
バ１３０、共通電圧発生回路１４０が同期して１画面分の映像を表示するための期間であ
るフレームを規定するとともに、当該フレームを開始するための垂直同期信号Ｖｓ及び極
性反転制御信号Ｐｏｌを生成して出力する。また、信号生成部１５１は、走査ドライバ１
２０や信号ドライバ１３０が同期して各ゲートラインＧ（ｊ）に対応する表示画素毎に表
示信号電圧Ｄｓを書き込むための水平同期信号Ｈｓ、走査許容信号Ａｓ及び走査禁止信号
Ｐｓも生成して出力する。
【００３２】
　なお、信号生成部１５１は、走査許容信号Ａｓ及び走査禁止信号Ｐｓの出力によって、
各フレームが、各ゲートラインＧ（ｊ）の走査が実行され各表示画素に表示信号電圧Ｄｓ
が書き込まれる第１のサブフレームとしての走査期間Ｓｔと、各ゲートラインＧ（ｊ）の
走査が禁止され各表示画素に表示信号電圧Ｄｓが書き込まれることを禁止する第２のサブ
フレームとしての非走査期間Ｎｔとに時間分割されるように、そして、走査期間Ｓｔと非
走査期間Ｎｔとが等しい長さの時間になるように走査ドライバ１２０及び信号ドライバ１
３０を制御する。またこのとき、各フレームにおいては、走査期間Ｓｔに先立って非走査
期間Ｎｔが得られるように各制御信号の出力タイミングが設定されている。
【００３３】
　つまり、例えば入力されてくる映像信号ＶＤにおける１フレームが１６ｍｓのときには
、当該フレームの最初の８ｍｓが非走査期間Ｎｔになるように、そして、次の８ｍｓが走
査期間Ｓｔになるように、走査許容信号Ａｓ及び走査禁止信号Ｐｓを生成して出力する。
【００３４】
　さらに、信号生成部１５１は、この８ｍｓの間に１画面分の表示画素に表示信号電圧Ｄ
ｓを書き込むことが可能なように水平制御信号Ｈｓを生成して出力する。つまり、ゲート
ラインの本数ｎが８本であれば、各ゲートラインＧ（ｊ）に対応するＴＦＴのオン期間及
びオフ期間が順に１ｍｓずつシフトして開始されるように水平制御信号Ｈｓを生成して出
力する。この水平制御信号Ｈｓは、走査期間Ｓｔと非走査期間Ｎｔとにかかわらず継続し
て出力される。
【００３５】
　ここで、制御部１５０は、走査期間Ｓｔには、水平制御信号Ｈｓに同期させて、映像メ
モリ１５２に蓄積された１画面分の表示画素に対応する階調信号Ｋｓｏを表示階調信号Ｋ
ｓｈとして前段側のゲートラインＧ（ｊ）に対応する階調信号から順に、１行分の表示画
素単位（ゲートライン単位）で信号ドライバ１３０へ出力する。一方、当該フレームでの
走査期間Ｓｔに先立つように設定される非走査期間Ｎｔには、映像メモリ１５２に蓄積さ
れた１画面分の表示画素に対応する階調信号Ｋｓｏに基づいて演算部５３によって詳細は
後述するように導出される補完電圧値に対応する入力階調信号Ｋｓｈを、水平制御信号Ｈ
ｓに同期させて１行分の表示画素単位（ゲートライン単位）で信号ドライバ１３０へ出力
する。そして、順次制御部１５０から出力される入力階調信号Ｋｓｈは、信号ドライバ１
３０によって取り込まれ、入力階調信号Ｋｓｈに対応する表示信号電圧Ｄｓに変換されて
それぞれ対応するデータラインＳ（ｉ）に供給される。
【００３６】
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　演算部１５３は、信号ドライバ１３０によって非走査期間Ｎｔに各データラインＳ（ｉ
）へ供給される表示信号電圧としての補完電圧値Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）を導出するもので
あり、例えば図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも上部に情報を表
示するような際には、走査期間Ｓｔに信号ドライバ１３０がデータラインＳ（ｉ）に供給
することとなる一連の表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷の振幅形状と、非走査期
間Ｎｔに信号ドライバ１３０がデータラインＳ（ｉ）に供給することとなる一連の表示信
号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変遷の振幅形状とが一致するように、補完電圧値としての
表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）を導出する。また、例えば図２（ａ）に示すようなラ
スター画面上で画面の中央よりも下部に情報を表示するような際には、走査期間Ｓｔに信
号ドライバ１３０がデータラインＳ（ｉ）に供給することとなる一連の表示信号電圧Ｄｓ
（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷の振幅形状に対して、非走査期間Ｎｔに信号ドライバ１３０がデ
ータラインＳ（ｉ）に供給することとなる一連の表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変
遷の振幅形状が反転するように、補完電圧値としての表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）
を導出する。
【００３７】
　以下、最初に図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報を
表示するような場合における補完電圧値の導出について詳述し、次に図２（ａ）に示すよ
うなラスター画面上で画面の中央よりも上部に情報を表示するような場合における補完電
圧値の導出について詳述する。
【００３８】
　なお、演算部１５３による補完電圧値の導出に先立って実施される表示内容の判定、つ
まり、例えば図２（ａ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも上部に情報を表
示するのか或いは例えば図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部
に情報を表示するのかの判定は、当該制御部１５０に、種々の画像解析技術により映像信
号を解析することによって直接的に表示内容を判定する表示映像判定部を備え、当該表示
映像判定部が実施する構成としてもよいし、また、ユーザにより選択される当該デジタル
カメラ１のメニュー内容や当該デジタルカメラが設定する機能に対応して表示内容が予め
設定されているような場合には、設定されたメニュー内容や機能に基づいて表示内容を判
定する表示映像判定部を備え、当該表示映像判定部が実施する構成としてもよい。
【００３９】
　またここでは、最大の階調レベルに対応する表示信号電圧が共通信号電圧ＶｃｏｍＨに
対応して予め－ｘ［Ｖ］に設定されているとともに、共通信号電圧ＶｃｏｍＬに対応して
予めｘ［Ｖ］に設定されているものとする。
【００４０】
　以下、図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報を表示す
る場合について、次のような具体的な例に基づいて説明する。即ち、当該フレームでの走
査期間ＳｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給されることとなる一連の表示信号電圧ＤＳ（ｉ
，ｊ，Ｓｔ）を、図５に示すように、共通信号電圧ＶｃｏｍＬに対応させて、ゲートライ
ンＧ（７），Ｇ（８）の走査信号におけるハイレベル期間中ではｘ［Ｖ］としまたゲート
ラインＧ（１），Ｇ（２），Ｇ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６）の走査信号におけ
るハイレベル期間中ではｘ／２［Ｖ］とするともに、共通信号電圧ＶｃｏｍＨに対応させ
て、ゲートラインＧ（７），Ｇ（８）の走査信号におけるハイレベル期間中では－ｘ［Ｖ
］としまたゲートラインＧ（１），Ｇ（２），Ｇ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６）
の走査信号におけるハイレベル期間中では－ｘ／２［Ｖ］として説明する。
【００４１】
　この場合、演算部１５３は、図５、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示すように、非走査期
間ＮｔでのデータラインＳ（ｉ）に供給される表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）が、共
通信号電圧ＶｃｏｍＬに対応させて、非走査期間Ｎｔの開始タイミングＴ１ａを走査期間
Ｓｔの開始タイミングＴ２ａに仮に一致させたときに、ゲートラインＧ（７），Ｇ（８）
の走査信号におけるハイレベル期間中ではｘ［Ｖ］となるようにまたゲートラインＧ（１
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），Ｇ（２），Ｇ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６）の走査信号におけるハイレベル
期間中ではｘ／２［Ｖ］となるように補完電圧値を導出するとともに、共通信号電圧Ｖｃ
ｏｍＨに対応させて、非走査期間Ｎｔの開始タイミングＴ３ａを走査期間Ｓｔの開始タイ
ミングＴ４ａに仮に一致させたときに、ゲートラインＧ（７），Ｇ（８）の走査信号にお
けるハイレベル期間中では－ｘ［Ｖ］となるようにまたゲートラインＧ（１），Ｇ（２）
，Ｇ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６）の走査信号におけるハイレベル期間中では－
ｘ／２［Ｖ］となるように補完電圧値を導出する。
【００４２】
　つまり、演算部１５３は、（数１）に基づいて非走査期間ＮｔでのデータラインＳ（ｉ
）に供給される表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）としての補完電圧値を導出することで
、走査期間Ｓｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷とそれに先立つ非走査
期間Ｎｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変遷とが一致するように補完電圧
値を導出する。
【００４３】
（数１）
　　　Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）＝Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）
【００４４】
　なお、階調レベルとしての階調信号Ｋｓｏまたは入力階調信号Ｋｓｈと表示信号電圧と
の関係は、例えば図９（ａ）及び図９（ｂ）に示すようなルックアップデーブルが制御部
１５０に予め記憶されていて、制御部１５０によって適宜変換可能なように構成されてい
るものとする。
【００４５】
　次に、図２（ａ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも上部に情報を表示す
る場合について、次のような具体的な例に基づいて説明する。即ち、当該フレームでの走
査期間ＳｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給されることとなる一連の表示信号電圧を、図７
に示すように、共通信号電圧ＶｃｏｍＬに対応させて、ゲートラインＧ（１），Ｇ（２）
の走査信号におけるハイレベル期間中ではｘ［Ｖ］としまたゲートラインＧ（３），Ｇ（
４），Ｇ（５），Ｇ（６），Ｇ（７），Ｇ（８）の走査信号におけるハイレベル期間中で
はｘ／２［Ｖ］とするともに、共通信号電圧ＶｃｏｍＨに対応させて、ゲートラインＧ（
１），Ｇ（２）の走査信号におけるハイレベル期間中では－ｘ［Ｖ］としまたゲートライ
ンＧ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６），Ｇ（７），Ｇ（８）の走査信号におけるハ
イレベル期間中では－ｘ／２［Ｖ］として説明する。
【００４６】
　この場合、演算部１５３は、図７、図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すように、非走査期
間ＮｔでのデータラインＳ（ｉ）に供給される表示信号電圧が、共通信号電圧ＶｃｏｍＬ
に対応させて、非走査期間Ｎｔの開始タイミングＴ１ｂを走査期間Ｓｔの開始タイミング
Ｔ２ｂに仮に一致させたときに、ゲートラインＧ（１），Ｇ（２）の走査信号におけるハ
イレベル期間中では０［Ｖ］となるようにまたゲートラインＧ（３），Ｇ（４），Ｇ（５
），Ｇ（６），Ｇ（７），Ｇ（８）の走査信号におけるハイレベル期間中ではｘ／２［Ｖ
］となるように補完電圧値を導出するとともに、共通信号電圧ＶｃｏｍＨに対応させて、
非走査期間Ｎｔの開始タイミングＴ３ｂを走査期間Ｓｔの開始タイミングＴ４ｂに仮に一
致させたときに、ゲートラインＧ（１），Ｇ（２）の走査信号におけるハイレベル期間中
では０［Ｖ］となるようにまたゲートラインＧ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６），
Ｇ（７），Ｇ（８）の走査信号におけるハイレベル期間中では－ｘ／２［Ｖ］となるよう
に補完電圧値を導出する。
【００４７】
　つまり、演算部１５３は、（数２）に基づいて非走査期間ＮｔでのデータラインＳ（ｉ
）に供給される表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）としての補完電圧値を導出することで
、走査期間Ｓｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷とそれに先立つ非走査
期間Ｎｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変遷とを互いの開始タイミングが
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一致するようにしてそれぞれを加えたときに、最大の階調レベルに対応する表示信号電圧
ｘ［Ｖ］または－ｘ［Ｖ］で平準となる補完電圧値を導出する。
【００４８】
（数２）
　Ｐｏｌ：ローレベルのとき
　　　Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）＝ｘ－Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）
　Ｐｏｌ：ハイレベルのとき
　　　Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）＝－ｘ＋Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）
【００４９】
　上述のようにして、演算部１５３によって表示すべき映像信号に基づいた補完電圧値が
導出されると、制御部１５０は、この導出された補完電圧値に対応する各入力階調信号Ｋ
ｓｈを水平制御信号Ｈｓに同期させて、非走査期間Ｎｔに１行分の表示画素単位（ゲート
ライン単位）で信号ドライバ１３０へ出力する。
【００５０】
　そして、制御部１５０の上述のような制御により、信号ドライバ１３０は、図５や図７
に示すような表示信号電圧ＤｓをデータラインＳ（ｉ）に供給することができる。
【００５１】
　つまり、第一の実施の形態においては、フレーム毎に、各ゲートラインＧ（ｊ）の走査
を実行する走査期間Ｓｔと各ゲートラインＧ（ｊ）の走査を停止する非走査期間Ｎｔを設
定する。そして、図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報
を表示するような場合は、走査期間ＳｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給される一連の表示
信号電圧の振幅形状に対して非走査期間ＮｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給される一連の
表示信号電圧の振幅形状が等しい形状となるように、非走査期間ＮｔにデータラインＳ（
ｉ）へ表示信号電圧を供給している。また、図２（ａ）に示すようなラスター画面上で画
面の中央よりも上部に情報を表示するような場合は、走査期間ＳｔにデータラインＳ（ｉ
）へ供給される一連の表示信号電圧の振幅形状に対して非走査期間ＮｔにデータラインＳ
（ｉ）へ供給される一連の表示信号電圧の振幅形状が反転した形状となるように、非走査
期間ＮｔにデータラインＳ（ｉ）へ表示信号電圧を供給している。
【００５２】
　図１０及び図１１は、上述したように当該表示部１７を駆動制御した場合の各表示画素
に対応する液晶層に印加される電圧Ｖｌｃｄの時系列変化である。なお、説明を簡単化す
るために、データラインＳ（ｉ）に供給される電圧の極性反転に伴うＶｌｃｄの変動、及
び、ゲートラインＧ（ｊ）と画素電極Ｐ（ｉ、ｊ）との間に発生する寄生容量に伴うＶｌ
ｃｄの変動は省略している。また、対向電極の電位を基準に規格化してＶｌｃｄを示す。
【００５３】
図１０は、図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報を表示
する場合に対応させて、図５に示したように走査期間Ｓｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ
，ｊ，Ｓｔ）の変遷とそれに先立つ非走査期間Ｎｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，
Ｎｔ）の変遷とが一致するように表示信号電圧をデータラインＳ（ｉ）に供給したときの
Ｖｌｃｄの時系列変化である。ここでは、前段側から２段目のゲートラインＧ（２）と接
続される画素電極Ｐ（ｉ，１）に対応するＶｌｃｄの時系列変化を一例として示している
が、各ゲートラインＧ（１），Ｇ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６）のそれぞれと接
続される画素電極Ｐ（ｉ，１），Ｐ（ｉ，３），Ｐ（ｉ，４），Ｐ（ｉ，５），Ｐ（ｉ，
６）に対応するＶｌｃｄも同様である。
【００５４】
　図１０に示されるように、各フレームでは、データラインＳ（ｉ）に供給される電圧が
当該表示画素に書き込まれた電圧から変動するのに伴って生じるＶｌｃｄの変動を、非走
査期間Ｎｔと走査期間Ｓｔとの間で相殺することが可能となっている。即ち、走査期間Ｓ
ｔにおいて発生するＶｌｃｄの変動“＋ΔＶ”を非走査期間Ｎｔにおいて発生するＶｌｃ
ｄの変動“－ΔＶ”によって相殺することが可能となっている。このため、例えば電圧印
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加時に白を表示し電圧無印加時に黒を表示するノーマリブラックモードにおいては、走査
期間Ｓｔで図１２（ａ）に示すように画面全体に表示される比較的黒い縦スジと、それに
先立つ非走査期間Ｎｔで図１２（ｂ）に示すように画面全体に表示される比較的白い縦ス
ジとにより、表示輝度が時間的に平均化され、縦スジを視認されにくくすることが可能に
なる。つまり、縦スジとしての、データラインＳ（ｉ）に沿った方向のクロストークを、
視認されにくくすることが可能になる。
【００５５】
　一方、図１１は、図２（ａ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも上部に情
報を表示する場合に対応させて、図６に示したように走査期間Ｓｔにおける表示信号電圧
Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷とそれに先立つ非走査期間Ｎｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（
ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変遷とを互いの開始タイミングが一致するようにしてそれぞれを加えた
ときに、最大の階調レベルに対応する表示信号電圧ｘ［Ｖ］または－ｘ［Ｖ］で平準とな
るように表示信号電圧をデータラインＳ（ｉ）へ供給したときのＶｌｃｄの時系列変化で
ある。ここでは、後段側から２段目（前段側から７段目）のゲートラインＧ（７）と接続
される画素電極Ｐ（ｉ，７）に対応するＶｌｃｄの時系列変化を一例として示しているが
、各ゲートラインＧ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６），Ｇ（８）のそれぞれと接続
される画素電極Ｐ（ｉ，３），Ｐ（ｉ，４），Ｐ（ｉ，５），Ｐ（ｉ，６），Ｐ（ｉ，８
）に対応するＶｌｃｄも同様である。
【００５６】
　図１１に示されるように、この場合においても、各フレームでは、データラインＳ（ｉ
）に供給される電圧が当該表示画素に書き込まれた電圧から変動するのに伴って生じるＶ
ｌｃｄの変動を、非走査期間Ｎｔと走査期間Ｓｔとの間で相殺することが可能になってい
る。即ち、走査期間Ｓｔにおいて発生するＶｌｃｄの変動“－ΔＶ”を非走査期間Ｎｔに
おいて発生するＶｌｃｄの変動“＋ΔＶ”によって相殺している。このため、例えば電圧
印加時に白を表示し電圧無印加時に黒を表示するノーマリブラックモードにおいては、走
査期間Ｓｔで図１３（ａ）に示すように画面全体に表示される比較的白い縦スジと、それ
に先立つ非走査期間Ｎｔで図１３（ｂ）に示すように画面全体に表示される比較的黒い縦
スジとにより、表示輝度が時間的に平均化され、縦スジを視認されにくくすることが可能
になる。つまり、縦スジとしての、データラインＳ（ｉ）に沿った方向のクロストークを
、視認されにくくすることが可能になる。
【００５７】
　そして、追加すべき表示信号電圧を（数１）や（数２）で示したような簡単な演算式で
導出すればよいので、演算のための負荷を軽減させながらも、フレーム反転駆動において
データラインに沿った方向のクロストークが視認され難い表示を行うことができる。
【００５８】
（第二の実施の形態）
　上述の第一の実施の形態では、当該フレームの走査期間Ｓｔに先立って当該フレームに
対応する非走査期間Ｎｔを設定する場合について説明したが、以下、当該フレームの走査
期間Ｓｔに対応する非走査期間Ｎｔを当該フレームの走査期間Ｓｔの後に設定する第二の
実施の形態について説明する。なお、第一の実施の形態と同一の構成部分には第一の実施
の形態と同一の符号を付し、その説明は省略する。
【００５９】
　第二の実施の形態では、図１４、図１５及び図１６に示すように、制御部１５０は、信
号生成部１５１により極性反転信号Ｐｏｌに対して１／２フレーム（１サブフレーム）分
先行する極性反転信号Ｐｏｌａを生成し、この極性反転信号Ｐｏｌａを極性反転信号Ｐｏ
ｌの代わりに共通電圧発生回路１４０へ出力する。そして、共通電圧発生回路１４０は極
性反転信号Ｐｏｌａに応じて、電源調整回路１６０によって調整された共通信号電圧Ｖｃ
ｏｍＨ、ＶｃｏｍＬの何れか一方を選択し、矩形波としての共通信号Ｖｃを表示画素の共
通電極に供給する。
【００６０】
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　また、制御部１５０は、各フレームにおいて、走査期間Ｓｔの後に非走査期間Ｎｔが得
られるように各制御信号の出力タイミングが設定されている。つまり、例えば入力されて
くる映像信号ＶＤにおける１フレームが１６ｍｓのときには、当該フレームの最初の８ｍ
ｓが走査期間Ｓｔになるように、そして、次の８ｍｓが非走査期間Ｎｔになるように、信
号生成部１５１により走査許容信号Ａｓ及び走査禁止信号Ｐｓを生成して出力する。
【００６１】
　そして、演算部１５３は、例えば図２（ａ）に示すようなラスター画面上で画面の中央
よりも上部に情報を表示するような際には、走査期間Ｓｔに信号ドライバ１３０がデータ
ラインＳ（ｉ）に供給することとなる一連の表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷の
振幅形状に対して、非走査期間Ｎｔに信号ドライバ１３０がデータラインＳ（ｉ）に供給
することとなる一連の表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変遷の振幅形状が反転するよ
うに、補完電圧値としての表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）を導出する。また、例えば
図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報を表示するような
際には、走査期間Ｓｔに信号ドライバ１３０がデータラインＳ（ｉ）に供給することとな
る一連の表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷の振幅形状と、非走査期間Ｎｔに信号
ドライバ１３０がデータラインＳ（ｉ）に供給することとなる一連の表示信号電圧Ｄｓ（
ｉ，ｊ，Ｎｔ）の変遷の振幅形状とが一致するように、補完電圧値としての表示信号電圧
Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｎｔ）を導出する。
【００６２】
　つまり、第二の実施の形態においては、フレーム毎に、各ゲートラインＧ（ｊ）の走査
を実行する走査期間Ｓｔと各ゲートラインＧ（ｊ）の走査を停止する非走査期間Ｎｔを設
定する。そして、図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報
を表示するような場合は、走査期間ＳｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給される一連の表示
信号電圧の振幅形状に対して非走査期間ＮｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給される一連の
表示信号電圧の振幅形状が反転した形状となるように、非走査期間ＮｔにデータラインＳ
（ｉ）へ表示信号電圧を供給している。また、図２（ａ）に示すようなラスター画面上で
画面の中央よりも上部に情報を表示するような場合は、走査期間ＳｔにデータラインＳ（
ｉ）へ供給される一連の表示信号電圧の振幅形状に対して非走査期間Ｎｔにデータライン
Ｓ（ｉ）へ供給される一連の表示信号電圧の振幅形状が等しい形状となるように、非走査
期間ＮｔにデータラインＳ（ｉ）へ表示信号電圧を供給している。
【００６３】
　図１７及び図１８は、上述したように当該表示部１７を駆動制御した場合の各表示画素
に対応する液晶層に印加される電圧Ｖｌｃｄの時系列変化である。なお、第二の実施の形
態においても説明を簡単化するために、データラインＳ（ｉ）に供給される電圧の極性反
転に伴うＶｌｃｄの変動、及び、ゲートラインＧ（ｊ）と画素電極Ｐ（ｉ、ｊ）との間に
発生する寄生容量に伴うＶｌｃｄの変動は省略している。また、対向電極の電位を基準に
規格化してＶｌｃｄを示す。
【００６４】
　図１７は、図２（ｂ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも下部に情報を表
示する場合に対応させて、図１５に示したように走査期間Ｓｔにおける表示信号電圧Ｄｓ
（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷とその後の非走査期間Ｎｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，
Ｎｔ）の変遷とを互いの開始タイミングが一致するようにしてそれぞれを加えたときに、
最大の階調レベルに対応する表示信号電圧ｘ［Ｖ］または－ｘ［Ｖ］で平準となるように
表示信号電圧をデータラインＳ（ｉ）へ供給したときのＶｌｃｄの時系列変化である。こ
こでは、前段側から２段目のゲートラインＧ（２）と接続される画素電極Ｐ（ｉ，１）に
対応するＶｌｃｄの時系列変化を一例として示しているが、各ゲートラインＧ（１），Ｇ
（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６）のそれぞれと接続される画素電極Ｐ（ｉ，１），
Ｐ（ｉ，３），Ｐ（ｉ，４），Ｐ（ｉ，５），Ｐ（ｉ，６）に対応するＶｌｃｄも同様で
ある。
【００６５】
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　図１７に示されるように、各フレームでは、データラインＳ（ｉ）に供給される電圧が
当該表示画素に書き込まれた電圧から変動するのに伴って生じるＶｌｃｄの変動を、非走
査期間Ｎｔと走査期間Ｓｔとの間で相殺することが可能になっている。即ち、走査期間Ｓ
ｔにおいて発生するＶｌｃｄの変動“＋ΔＶ”を非走査期間Ｎｔにおいて発生するＶｌｃ
ｄの変動“－ΔＶ”によって相殺している。このため、例えば電圧印加時に白を表示し電
圧無印加時に黒を表示するノーマリブラックモードにおいては、走査期間Ｓｔで図１２（
ａ）に示すように画面全体に表示される比較的黒い縦スジと、その後の非走査期間Ｎｔで
図１２（ｂ）に示すように画面全体に表示される比較的白い縦スジとにより、表示輝度が
時間的に平均化され、縦スジを視認されにくくすることが可能になる。つまり、縦スジと
しての、データラインＳ（ｉ）に沿った方向のクロストークを、視認されにくくすること
が可能になる。
【００６６】
　一方、図１８は、図２（ａ）に示すようなラスター画面上で画面の中央よりも上部に情
報を表示する場合に対応させて、図１６に示したように走査期間Ｓｔにおける表示信号電
圧Ｄｓ（ｉ，ｊ，Ｓｔ）の変遷とその後の非走査期間Ｎｔにおける表示信号電圧Ｄｓ（ｉ
，ｊ，Ｎｔ）の変遷とが一致するように表示信号電圧をデータラインＳ（ｉ）に供給した
ときのＶｌｃｄの時系列変化である。ここでは、後段側から２段目（前段側から７段目）
のゲートラインＧ（７）と接続される画素電極Ｐ（ｉ，７）に対応するＶｌｃｄの時系列
変化を一例として示しているが、各ゲートラインＧ（３），Ｇ（４），Ｇ（５），Ｇ（６
），Ｇ（８）のそれぞれと接続される画素電極Ｐ（ｉ，３），Ｐ（ｉ，４），Ｐ（ｉ，５
），Ｐ（ｉ，６），Ｐ（ｉ，８）に対応するＶｌｃｄも同様である。
【００６７】
　図１８に示されるように、各フレームでは、データラインＳ（ｉ）に供給される電圧が
当該表示画素に書き込まれた電圧から変動するのに伴って生じるＶｌｃｄの変動を、非走
査期間Ｎｔと走査期間Ｓｔとの間で相殺することが可能となっている。即ち、走査期間Ｓ
ｔにおいて発生するＶｌｃｄの変動“－ΔＶ”を非走査期間Ｎｔにおいて発生するＶｌｃ
ｄの変動“＋ΔＶ”によって相殺することが可能となっている。このため、例えば電圧印
加時に白を表示し電圧無印加時に黒を表示するノーマリブラックモードにおいては、走査
期間Ｓｔで図１３（ａ）に示すように画面全体に表示される比較的白い縦スジと、その後
の非走査期間Ｎｔで図１３（ｂ）に示すように画面全体に表示される比較的黒い縦スジと
により、表示輝度が時間的に平均化され、縦スジを視認されにくくすることが可能になる
。つまり、縦スジとしての、データラインＳ（ｉ）に沿った方向のクロストークを、視認
されにくくすることが可能になる。
【００６８】
　また、第二の実施の形態においても第一の実施の形態と同様に、追加すべき表示信号電
圧を（数１）や（数２）で示したような簡単な演算式で導出すればよいので、演算のため
の負荷を軽減させながらも、フレーム反転駆動においてデータラインに沿った方向のクロ
ストークが視認され難い表示を行うことができる。
【００６９】
　なお、上述の各実施の形態においては、非走査期間ＮｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給
される一連の表示信号電圧の振幅形状が、走査期間ＳｔにデータラインＳ（ｉ）へ供給さ
れる一連の表示信号電圧の振幅形状に対して、反転した振幅形状にするのか或いは等しい
振幅形状にするのかを、表示すべき映像に応じて選択する構成について説明したが、表示
すべき映像にかかわらず、何れか一方のみを選択する構成としてもよい。
【００７０】
　また、上述の各実施の形態では、本発明のアクティブマトリクス型液晶表示装置をデジ
タルカメラに適用した場合について説明したが、これに限定するものではなく、携帯電話
などの他の携帯端末機器や、表示部を必要とする種々の電子機器に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
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【図１】デジタルカメラの外観構成の説明図。
【図２】情報表示画面の説明図であり、（ａ）は画面の上部に情報を表示した例、（ｂ）
は画面の下部に情報を表示した例。
【図３】アクティブマトリクス型液晶表示装置の説明図
【図４】表示画素の等価回路の説明図
【図５】画面の下部に情報を表示する場合にける制御信号のタイミングチャート
【図６】補完電圧値の導出の説明図
【図７】画面の上部に情報を表示する場合にける制御信号のタイミングチャート
【図８】補完電圧値の導出の説明図
【図９】階調レベルと表示信号電圧との関係図であり、（ａ）は液晶に正極の電圧を印加
する場合、（ｂ）は液晶に負極の電圧を印加する場合
【図１０】画面の下部に情報を表示する場合に、情報が表示される表示画素よりも上部の
表示画素の液晶に印加される電圧のタイミングチャート
【図１１】画面の上部に情報を表示する場合に、情報が表示される表示画素よりも下部の
表示画素の液晶に印加される電圧のタイミングチャート
【図１２】画面の下部に情報を表示する場合のサブフレーム毎における表示例であり、（
ａ）は走査期間での表示例、（ｂ）は非走査期間での表示例
【図１３】画面の上部に情報を表示する場合のサブフレーム毎における表示例であり、（
ａ）は走査期間での表示例、（ｂ）は非走査期間での表示例
【図１４】アクティブマトリクス型液晶表示装置の説明図
【図１５】画面の下部に情報を表示する場合にける制御信号のタイミングチャート
【図１６】画面の上部に情報を表示する場合にける制御信号のタイミングチャート
【図１７】画面の下部に情報を表示する場合に、情報が表示される表示画素よりも上部の
表示画素の液晶に印加される電圧のタイミングチャート
【図１８】画面の上部に情報を表示する場合に、情報が表示される表示画素よりも下部の
表示画素の液晶に印加される電圧のタイミングチャート
【図１９】フレーム反転駆動の説明図
【図２０】クロストークの説明図であり、（ａ）は表示すべき映像、（ｂ）は表示すべき
映像と発生すクロストークとの関係
【図２１】より具体的なクロストークの説明図であり、（ａ）は画面の上部に情報を表示
した場合のクロストーク、（ｂ）は画面の下部に情報を表示した場合のクロストーク
【符号の説明】
【００７２】
１：デジタルカメラ
１７：表示部（アクティブマトリクス型液晶表示装置）
１１０：表示パネル
１２０：走査ドライバ
１３０：信号ドライバ
１４０：共通電圧発生回路
１５０：制御部
１５１：信号生成部
１５２：映像メモリ
１５３：演算部
Ｓｔ：走査期間
Ｎｔ：非走査期間
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